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研究成果の概要（和文）：フィリピンにおける養鶏業で発生した鳥インフルエンザの影響を分析するために、静
学的な応用一般均衡(computable general equilibrium, CGE)モデルを構築した。分析対象となっている問題が
農業・食品産業を中心としたものであり、また、鳥インフルエンザのように短期的に拡大して収束するショック
の影響を捉えるために、通常のCGEモデルを拡張したモデルを構築し、取引価格や数量を参考にショックの大き
さを推定し、その経済的損失を計測する研究を行った。ミクロ的には、農業生産性に対して、研究開発がどのよ
うな影響を与えたか、生産性の推定値を利用してミクロ統計分析を行った。

研究成果の概要（英文）：A static computable general equilibrium (CGE) model was constructed to 
analyze the impact of the avian influenza outbreak in the poultry industry in the Philippines. 
Because the problem under analysis is centered on the agriculture and food industries, and in order 
to capture the impact of shocks that expand and converge in the short term, such as bird flu, we 
constructed a model that extends the standard CGE model, estimated the size of the shock with 
reference to transaction prices and quantities, and measured the economic losses from the shocks. We
 also conducted a microeconometric analysis of the impact of research and develoment activities on 
agricultural productivity, using productivity estimates.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
農業部門における生産性ショックの影響を分析することを念頭に、少ない情報量しか利用できない状況でその影
響を明らかに出来るような、理論モデルに強く依拠した構造モデルを構築できた。これによって、不測の事態が
発生した場合でも速やかにそのマクロ的影響を分析し、必要な政策的対応を取ることが可能になる。また、そう
した構造モデルの中で重要な役割を果たすパラメータについて、ミクロ統計分析の手法で信頼性の高い推定値を
得ることが可能になり、マクロモデルの信頼性を高めることを可能にした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。







５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計2件（うち招待講演　0件／うち国際学会　1件）

2024年

2022年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

研
究
分
担
者

阿久根　優子

(Akune Yuko)

(90363952)

日本大学・生物資源科学部・准教授

(32665)

研
究
分
担
者

細江　宣裕

(Hosoe Nobuhiro)

(60313483)

政策研究大学院大学・政策研究科・教授

(12703)

68th Annual Conference of The Australasian Agricultural & Resource Economics Society（国際学会）

応用地域学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

Public Agricultural Research and Development and Farm Productivity: Evidence from Japan

わが国の農家の生産性に関する要因分析：公的研究開発に着目して

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Akune, Y., Hosoe, N.

阿久根優子・細江宣裕

 ３．学会等名

 ３．学会等名



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


